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７．「杏林」は医者の美称
　アンズの栽培種を野生種と区別するときには、ホンアンズという。野生種
には、マンシュウアンズとモウコアンズ等があり、果実としての食用価値は
ないが、後者の杏仁は薬用に供されている。
　わが国では、アンズの栽培面積は少なく、長野県が主産地で、次いで青森県
である。
　長野県のアンズが、江戸時代のころから栽培が盛んになった理由について
は、幾つかの言い伝えがある。1つは戦国時代の弘治2年（1556）に、窪寺平治
右衛門が安茂里村（現長野市）で栽培を始めたというもの、１つは今から300
余年前、宇和島藩主の娘が松代藩（現長野県）に輿入れする際に永く故郷を忘
れないようにと苗木を２本持参し、それを城内に植えたのが始まりというも
のである。
　中国では、医者の美称として「杏林」という言葉がある。これは三国時代の
名医薫奉（とうほう）が診察料を受けとらぬ代わりに患者にアンズの木を植
えさせたところ、数年で１０万余本のアンズの林ができ、これを「薫仙杏林」
と名づけた、という故事にもとづく。古来、アンズが医薬として高い評価を
受けていたことを指すものである。
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